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語文116・117（2022・3　大阪大学国語国文学会）

「
火
星
」
の
語
史

―
江
戸
・
明
治
を
中
心
に

―

米　
　

田　
　

達　
　

郎

一
　
問
題
の
所
在

「
火
星
」は
現
在
の
学
校
教
育
で
使
用
さ
れ
て
い
る
語
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

の
語
を
教
室
で
教
わ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
古
来
「
火
星
」
は
「
熒
惑

（
星
）」
と
も
い
い
、
現
在
で
も
美
術
や
天
文
学
の
分
野
で
は
、「
熒
惑
（
星
）」

が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
熒
惑
（
星
）」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
（
第

二
版
）』
に
よ
る
と
、『
日
本
書
紀
』
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、「
火
星
」

は
鎌
倉
時
代
の
公
卿
で
あ
っ
た
三
条
実
房
の
日
記
で
あ
る
『
愚
昧
記
』
か
ら

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
中
国
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が
日

本
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る

（
１
）。

火
星
の
語
史
を
考
え
た
と
き
、「
火
星
」
と

「
熒
惑
（
星
）」
は
鎌
倉
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
長
期
に
わ
た
り
、
と
も
に

使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
、「
火
星
」
が
中
心
的
な
語
（
教
育
な
ど
の
公
の

場
で
お
も
に
使
用
さ
れ
る
語
と
い
う
意
味
）
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
火
星
が
併
用
さ
れ
て
い
る
時
期
の
下
限
を
明

治
時
代
と
特
定
す
る
の
は
、
一
八
六
九
（
明
治
二
）
年
に
、
現
在
の
小
学
校

高
学
年
生
か
ら
中
学
生
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
『
博
物
新
編
訳
解

（
２
）』

の

「
火
星
論
」
に
「
火
星
一
ニ
熒ケ

イ
惑コ

ク
ト
名
ツ
ク
」（
巻
三 

国
会
―
130
頁
）
と
あ
り
、

「
熒
惑
（
星
）」
が
補
助
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

以
上
は
、
火
星
の
語
史
の
大
雑
把
な
流
れ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
基
づ
く
と
、

「
火
星
」が
中
心
的
な
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
、
そ
の
時

期
は
改
め
て
い
つ
か
と
い
う
こ
と
、
以
上
の
二
点
が
問
題
点
と
し
て
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
18
世
紀
以
降
に

入
っ
て
き
た
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
書
物
を
翻
訳
し
、
紹
介
し
て
い
た
洋
学
者
の

関
わ
り
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

米
田
（
二
〇
一
九
）
で
は
、
語
彙
と
し
て
の
「
太
陽
」
と
「
日
輪
」
と
の

関
係
に
つ
い
て
論
じ
、
ま
た
米
田
（
二
〇
二
一
）
で
は
、
黄
道
十
二
宮
の
う

ち
双
児
宮
の
変
遷
を
論
じ
た
。
詳
細
は
各
稿
に
譲
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
現
行

の
言
い
方
に
落
ち
着
い
た
要
因
の
一
つ
に
、
当
時
の
政
府
や
学
者
た
ち
の
判

断
（
こ
れ
を
広
く
公
的
な
判
断
と
し
て
お
く
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
少
な
か
ら

ず
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
こ
と
が
少
な
く
と
も
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五
星
（
木
火
土
金
水
）
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
の
か
を
、「
熒
惑
（
星
）」

か
ら
「
火
星
」
へ
と
中
心
的
な
語
が
移
行
す
る
過
程
を
語
の
イ
メ
ー
ジ
や
使

用
状
況
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、検
証
し
て
い
く
。
な
お
、カ

ギ
括
弧
を
付
け
ず
に
火
星
と
表
記
す
る
場
合
は
、「
熒
惑
（
星
）」・「
火
星
」

を
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。
用
例
中
の
傍
線
は
私
に
付
し
て
い
る
。

二
　
火
星
の
イ
メ
ー
ジ
―
江
戸
時
代
以
前
の
火
星
―

火
星
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
、
二
〇
二
一
年
度
の
講
義
に
出
席
し
て
い
た

学
生
に
尋
ね
る
と
、「
探
査
機
」「
火
星
人
」「
侵
略
」「
移
住
」
な
ど
の
回
答

が
あ
っ
た
。
調
査
母
数
が
小
さ
い
の
で
、
こ
れ
ら
が
ど
の
程
度
一
般
化
さ
れ

る
の
か
は
不
明
だ
が
、
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
例
え
ば
「
探
査
機
」

「
移
住
」
は
、
二
〇
二
一
年
二
月
に
火
星
探
査
車
「
パ
ー
シ
ビ
ア
ラ
ン
ス
」
が

火
星
に
着
陸
し
、
そ
の
後
二
年
ほ
ど
の
時
間
を
か
け
て
生
命
の
痕
跡
の
探
索

や
今
後
の
有
人
探
査
に
向
け
た
調
査
を
行
う
こ
と
がN

A
SA

か
ら
発
表
さ

れ
た
こ
と
と
関
係
す
る
。「
火
星
人
」「
侵
略
」な
ど
は
映
画「
マ
ー
ズ
ア
タ
ッ

ク
！
」（
原
題
：M

ars A
ttacks!

）
や
映
画
「
ア
ド
・
ア
ス
ト
ラ
」（
原
題
：

A
d A

stra

）、
漫
画
「
テ
ラ
フ
ォ
ー
マ
ー
ズ
」
な
ど
、
火
星
を
テ
ー
マ
・
舞

台
に
し
た
作
品
に
関
連
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
オ
ー
ソ
ン
ウ
エ
ル
ズ
が

行
っ
た
火
星
人
襲
来
に
関
わ
る
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
。
と

に
か
く
火
星
探
査
機
な
ど
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
や
電
気
シ
ス
テ
ム
な
ど

宇
宙
空
間
で
活
用
す
る
た
め
の
、
科
学
技
術
に
関
わ
る
問
題
も
あ
り
、
工
業

大
学
の
学
生
が
思
い
浮
か
べ
る
も
の
と
し
て
は
、
専
門
学
科
と
の
関
連
も
あ

り
妥
当
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、映
画
・
漫
画
な
ど
の
内
容
か
ら
は
、火

星
が
地
球
に
害
を
及
ぼ
す
イ
メ
ー
ジ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
れ
る
。

以
上
は
現
在
の
も
の
で
あ
る
が
、「
探
査
機
」
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
科
学
技
術

に
関
わ
る
点
を
除
け
ば
、
明
治
時
代
以
前
に
使
用
さ
れ
る
火
星
の
イ
メ
ー
ジ

も
、
次
に
挙
げ
た
『
和
漢
三
才
図
会
』
に
「
ワ
ザ
ワ
イ
ボ
シ
」
と
記
さ
れ
る

よ
う
に
、
災
厄
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

1　

 

熒
惑　

和
名
災
星
（
ワ
ザ
ワ
イ
ホ
シ
）

 

（『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
一 

東
洋
―
10
頁
）

和
名
と
し
て
は
「
夏
日
星
」（
ナ
ツ
ヒ
ボ
シ
）
も
あ
る
が
、「
災
星
」
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
記
述
が
百
科
事
典
的
な
説
明
と
し
て
、
江
戸
時

代
の
庶
民
に
も
浸
透
し
て
い
た
と
解
釈
し
た
く
な
る
が
、
実
際
に
『
和
漢
三

才
図
会
』
は
知
識
層
が
利
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
知
識
層
に
は
火
星
が

災
い
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
既
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

次
の
『
天
文
瓊
統
』
の
よ
う
な
天
文
学
書
に
も
、
火
星
が
観
測
さ
れ
る
と
災

厄
が
起
こ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

2　

 

昏
熒
惑
。
国
主
崩
。
在
所
守
之
分
。
又
女
主
凶
。
星
不
明
。
客
敗
。
其

邑
勝
。
兵
在
野
大
戦
無
兵
兵
起
。

 

（『
天
文
瓊
統
』
渋
川
春
海 

一
六
七
八
年 

集
成
四
―
23
頁
）

『
天
文
瓊
統
』
は
中
国
の
暦
法
や
星
の
観
察
記
録
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

江
戸
の
庶
民
に
広
く
読
ま
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
1
な
ど
と
併
せ
て
見

る
と
、
火
星
と
災
厄
の
関
係
は
天
文
学
に
関
わ
る
知
識
層
に
と
っ
て
は
当
然

の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
江
戸
時
代
に
は
天
文
ブ
ー
ム
が
一
時
期

起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
の
は
『
天
経
或
問
』
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
江
戸
の
庶
民
は
天
文
知
識
を
得
て
い
る
。
ま
た
『
淮
南
子
』
な
ど
の
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中
国
史
書
な
ど
に
触
れ
る
機
会
を
持
つ
人
も
い
た
。
そ
う
す
る
と
江
戸
の
庶

民
も
火
星
と
災
厄
の
関
係
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
ま
と
め
ら
れ
た『
甲
子
夜
話
』

に
あ
る
、
火
星
と
災
厄
の
関
係
に
触
れ
た
記
述
が
参
考
に
な
る
。
少
々
長
く

な
る
が
引
用
し
て
お
く
。

3　

 

過
し
年
侍
婢
等
の
云
け
る
は
、
今
年
は
異
星
東
北
に
現
る
と
人
申
せ
り
。

妾
等
も
見
申
た
る
が
、
洪
水
の
徴
な
り
と
人
々
云
へ
ば
、
唯
々
恐
し
く

候
と
言
ふ
。
予
言
に
は
、
そ
の
星
何
時
の
頃
か
出
る
。
曰
。
亥
の
前
後

に
現
る
。
因
て
其
夜
東
北
を
見
る
に
、
折
ふ
し
曇
て
見
へ
ず
。
翌
夜
又

庭
に
出
づ
れ
ば
、
果
し
て
見
ゆ
。
婢
の
云
く
、
あ
れ
な
り
。
予
観
る
に

赤
光
の
大
星
な
り
。
思
ふ
に
、
定
て
火
星
な
ら
ん
。
然
れ
ど
も
天
文
を

詳
に
せ
ざ
れ
ば
、
乃
司
天
館
に
問
に
、
果
し
て
火
星
な
り
。
因
て
婢
輩

に
示
て
曰
。
汝
の
妖
星
と
称
る
者
は
、
火
星
と
て
、
五
星
の
一
に
し
て
、

日
月
に
つ
ぎ
、
且
常
星
な
り
。
変
に
非
ず
。
古
よ
り
火
を
掌
の
星
な
れ

ば
何
ぞ
水
患
あ
ら
ん
や
と
云
ば
、
婢
妾
み
な
愕
然
と
し
て
喜
ぶ
。
世
人

の
天
を
論
ず
る
渾
て
こ
の
如
き
こ
と
多
し
。 

（
東
洋
―
321
頁
）

『
甲
子
夜
話
』
の
作
者
で
あ
る
松
浦
静
山
は
平
戸
藩
の
藩
主
で
も
あ
っ
た

が
、
蘭
学
に
興
味
を
示
し
、
積
極
的
に
西
洋
の
事
物
に
関
す
る
知
識
を
学
ん

で
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
侍
婢
等
が
「
妾
等
も
見
申
た
る
が
、
洪
水
の
徴
な

り
と
人
々
云
へ
ば
、
唯
々
恐
し
く
候
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
松

浦
静
山
は
用
例
中
に
引
い
た
傍
線
部
の
よ
う
に
、
火
星
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
後
に
、
災
厄
と
は
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
侍
婢
等
に
話
し
、
落
ち
着
か

せ
て
い
る
。
そ
の
上
で
「
世
人
の
天
を
論
ず
る
渾
て
こ
の
如
き
こ
と
多
し
」

と
述
べ
る
。
こ
の
逸
話
は
、
上
層
階
級
に
仕
え
る
人
は
も
と
よ
り
江
戸
庶
民

と
は
、
一
線
を
画
し
た
天
文
知
識
を
松
浦
静
山
が
有
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の

一
方
で
火
星
が
凶
兆
を
表
す
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が
、
こ
の
時
期
に

も
多
く
い
た
こ
と
を
示
す
。

1
・
2
で
見
た
江
戸
時
代
に
確
認
で
き
た
火
星
と
災
厄
と
の
関
係
は
、
古

代
か
ら
確
認
で
き
る
。

4　

 

庚
午
、
熒
惑
逆
行
す
。（
中
略
）
壬
子
、
太
宰
府
奏
し
て
言
さ
く
、
隼
人

反
き
て
大
隅
国
守
陽
侯
史
麻
呂
を
殺
せ
り

 

（『
続
日
本
紀
』
巻
第
八 

元
正
天
皇 

養
老
四
年
正
月 

新
大
系
―
67
頁
）

5　

 

自
去
年
十
月
火
星
入
太
微
、
于
今
不
出
云
ゝ
、
已
是
彼
変
之
所
為
也

 

（『
愚
昧
記
』
巻
二 

治
承
元
年
四
月
二
八
日 

記
録
―
213
頁
）

6　

 

コ
ノ
春
三
星
合
ト
テ
大
事
ナ
ル
天
変
ノ
ア
リ
ケ
ル
。
司
天
ノ
輩
大
ニ
ヲ

ヂ
申
シ
ケ
ル
ニ
、（
中
略
）
ト
リ
ツ
ク
ロ
イ
タ
ル
薬
師
ノ
御
修
法
ヲ
ハ
ジ

メ
ヲ
シ
タ
リ
ケ
ル
修
中
ニ
コ
ノ
変
ハ
ア
リ
ケ
リ
。
太
白
・
木
星
・
火
星

ト
ナ
リ
、
西
ノ
方
ニ
ヨ
ヒ
／
＼
ニ
ス
デ
ニ
犯
分
ニ
三
合
ノ
ヨ
リ
ア
イ
タ

リ
ケ
ル
ニ
、
雨
フ
リ
テ
消
ニ
ケ
リ
。（
中
略
）
サ
テ
ホ
ド
ナ
ク
コ
ノ
殿
ノ

頓
死
セ
ラ
レ
ニ
ケ
ル
ヲ
バ
、
晴
光
ト
云
天
文
博
士
ハ
、「
一
定
コ
ノ
三
星

合
ハ
君
ノ
御
大
事
ニ
テ
候
ツ
ル
ガ
、
ツ
イ
ニ
カ
ラ
カ
イ
テ
消
候
ニ
シ
ガ
、

殿
下
ニ
ト
リ
カ
ヘ
マ
イ
ラ
セ
ラ
レ
ニ
ケ
ル
ニ
」
ト
コ
ソ
タ
シ
カ
ニ
申
ケ

レ
。 

（『
愚
管
抄
』
巻
六 

土
御
門 

大
系
―
289
頁
）

4
は
、
隼
人
が
反
乱
を
起
こ
し
た
こ
と
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
が
、
そ
の

前
兆
と
し
て
庚
午
に
「
熒
惑
（
星
）」
が
見
え
、
な
お
か
つ
逆
行
し
て
い
た
と

記
さ
れ
る
。
逆
行
す
る
か
ら
不
吉
の
前
兆
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
解
釈

124
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で
き
る
が
、
現
在
で
も
お
よ
そ
二
年
に
一
度
火
星
は
逆
行
し
て
お
り
、
こ
の

こ
と
の
み
が
理
由
と
な
る
と
、
火
星
が
逆
行
し
て
い
な
い
時
に
起
こ
っ
た
不

吉
な
出
来
事
の
説
明
が
で
き
な
い
。
こ
こ
は
災
厄
の
前
兆
と
し
て
火
星
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
お
き
た
い
。
5
は
鎌
倉
時

代
前
期
の
公
卿
で
あ
っ
た
、
三
条
実
房
の
日
記
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
大
極
殿
が
焼
亡
す
る
以
前
の
空
に
「
火
星
」
を
確
認
で
き
た
こ
と
か

ら
、
そ
れ
が
焼
亡
を
予
兆
し
て
い
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
6
で
は
、「
火

星
」・
金
星
・
木
星
が
関
連
し
た
惑
星
の
運
動
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が

九
条
良
経
の
死
去
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

火
星
の
表
記
に
拘
わ
ら
ず
、
火
星
が
そ
れ
な
り
に
災
厄
と
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
火
星
を
確
認
し
た
後
に
不
吉
な
出
来
事
が
起

こ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
災
厄
が
起
こ
っ
た
後
に
天
の
状
況
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
火
星
が
空
に
見
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
含
む
。

そ
も
そ
も
火
星
を
災
厄
と
結
び
つ
け
る
イ
メ
ー
ジ
は
、「
熒
惑
出
則
有
兵
、

入
則
兵
散
」（『
史
記
』「
天
官
書
」）
の
記
事
な
ど
中
国
に
由
来
す
る
。『
史

記
』
以
外
に
も
『
後
漢
書
』『
淮
南
子
』
な
ど
に
も
同
類
の
記
述
が
あ
る
。
い

ず
れ
も
古
代
か
ら
近
世
ま
で
日
本
に
お
い
て
受
容
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
火

星
の
イ
メ
ー
ジ
に
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
火
星
が
災
厄
と
は
関
係
な
く
使
用
さ
れ
て
い
る
例
も
確
認
で
き

る
。

7　

 

先
年
、
陰
陽
道
の
僧
都
慶
増
来
た
り
て
云
は
く
、「
世
間
の
人
、
殿
（
筆

者
注
：
大
江
匡
房
）
を
ば
熒
惑
の
精
と
申
す
な
り
。
し
か
れ
ば
閻
魔
庁
の

訴
へ
仕
ら
ん
と
て
来
た
る
な
り
」
と
云
々
。

 

（『
江
談
抄
』
第
三 

都
督
、
熒
惑
の
精
為
る
事 

新
大
系
―
88
頁
）

8　

 

ま
た
付
け
て
う
た
へ
ば
、
ま
た
付
け
て
う
た
ふ
に
、
驚
き
て
出
で
て
見

る
に
、
逃
ぐ
る
も
の
あ
り
。
追
ひ
て
行
き
て
み
け
れ
ば
、
住
吉
の
裏
に

走
り
出
で
て
、
見
ず
に
入
り
て
失
せ
に
け
り
。
こ
れ
は
熒
惑
星
の
、
こ

の
歌
を
愛
で
て
、
化
し
て
お
は
し
け
る
と
な
ん
、
聖
徳
太
子
の
伝
に
見

え
た
り 

（『
梁
塵
秘
抄
』
全
集
―
342
頁
）

7
は
、
大
江
匡
房
が
「
熒
惑
の
精
」
で
は
な
い
か
と
い
う
噂
が
あ
る
こ
と

を
、
陰
陽
道
の
僧
都
が
本
人
に
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
江
匡
房
が

優
れ
た
文
才
を
持
つ
人
物
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
今
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も

な
い
が
、
匡
房
が
「
熒
惑
（
星
）」
に
例
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

に
触
れ
て
き
た
災
厄
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
8
は
、
人
が
楽
し

く
歌
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、「
熒
惑
（
星
）」
が
童
子
に
姿
を
変
え
て
出
て
き

た
場
面
で
あ
る
。
引
用
の
個
所
に
記
さ
れ
る
聖
徳
太
子
伝
を
確
認
す
る
と
、

「
熒
惑
（
星
）」
が
姿
を
変
え
て
出
て
き
た
こ
と
を
聖
徳
太
子
が
時
の
敏
達
天

皇
に
奏
上
し
た
と
あ
る

（
３
）。

こ
こ
で
も
火
星
が
災
厄
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な

い
。
火
星
が
姿
を
変
え
て
現
世
に
現
れ
、
未
来
に
対
す
る
「
お
告
げ
」
を
し

て
い
る
。

以
上
の
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
火
星
は
、
凶
兆
を
暗
示
す
る
も
の
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
未
来
を
予
言
す
る
場
合
も
あ
り
、
必
ず

し
も
火
星
が
災
厄
の
星
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
で
は
、
古
来

火
星
に
災
厄
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
い
た
背
景
は
何
か
と
い
う
こ
と
が
疑
問
点
と

し
て
出
て
く
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
3
点
が
複
合
し
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
き
た
い
。
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一　
 

火
星
が
吉
凶
を
問
わ
ず
予
兆
す
る
星
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も

こ
れ
ま
で
の
用
例
か
ら
わ
か
る
。
吉
凶
の
う
ち
、
古
代
に
お
い
て
兵
乱

や
流
行
病
な
ど
の
凶
兆
と
火
星
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
。

二　

 

現
在
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
火
星
は
赤
く
光
る
の
で
肉
眼
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
赤
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
流
血
を

イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
な
ど
、
古
来
不
吉
な
星
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
一
」
の
点

と
深
く
関
わ
る
。

三　

 

中
国
の
暦
を
利
用
し
て
天
体
観
測
を
行
い
、
政
争
・
戦
乱
な
ど
が
あ
っ

た
こ
と
に
対
す
る
理
由
付
け
と
し
て
星
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
大

き
く
影
響
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
火
星
の
イ
メ
ー
ジ
に
古
来
変
化
を
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
一
人
称
詞
オ
レ
は
、
江
戸
時
代
後
期
江
戸
の
男

性
が
、
喧
嘩
な
ど
の
場
面
で
使
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
粗
野
な
言
葉
で

あ
る
と
女
性
が
認
識
し
た
結
果
、
そ
の
使
用
を
避
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
は
語
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
女
性
が
使
用
を
忌
避
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
人
称
詞
と
天
文
語
彙
と
を
同
一
視
は
し
な
い
が
、「
火
星
」
に
統
一

さ
れ
た
背
景
に
語
の
イ
メ
ー
ジ
は
関
係
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
次
章

以
降
に
お
い
て
、「
熒
惑
（
星
）」
と
「
火
星
」
と
が
ど
の
よ
う
に
江
戸
時
代

以
降
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

三
　
江
戸
時
代
に
お
け
る
火
星

三
・
一
　
江
戸
時
代
に
お
け
る
熒
惑
（
星
）

渋
川
春
海
が
貞
享
暦
を
作
成
す
る
17
世
紀
後
半
ま
で
、
日
本
で
は
中
国
の

暦
を
参
考
に
吉
凶
を
判
断
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
本
と
中
国
と
で
は
地
理

的
な
関
係
か
ら
、
中
国
の
天
文
事
象
が
日
本
に
当
て
は
ま
ら
な
い
場
合
が

多
々
あ
る
。
そ
こ
で
江
戸
幕
府
で
も
精
緻
な
天
文
観
測
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
。
特
に
転
換
期
は
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
治
世
下
に
あ
っ
た
18
世
紀

初
頭
で
あ
る
。
吉
宗
が
禁
書
の
輸
入
を
緩
和
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
西
洋
の

天
文
学
書
の
内
容
が
中
国
を
経
由
し
て
日
本
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
る

（
４
）。

つ
ま
り
、
観
測
技
術
や
天
体
に
関
す
る
知
識
は
、
そ
れ
以
前
よ
り
も
格
段
に

発
展
す
る
。

前
章
で
挙
げ
た
『
甲
子
夜
話
』
の
逸
話
（
3
参
照
）
で
は
、
松
浦
静
山
が

天
体
に
関
す
る
知
識
を
も
っ
て
、
侍
女
た
ち
を
な
だ
め
て
い
る
。
松
浦
静
山

は
「
あ
る
程
度
」
の
天
文
知
識
を
蘭
学
か
ら
得
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

当
然
、
蘭
学
を
学
ん
で
い
た
他
の
洋
学
者
た
ち
も
、
オ
ラ
ン
ダ
で
書
か
れ
た

書
物
を
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
使
用
さ
れ
る
火
星
の
名
称
に
つ

い
て
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
ず
本
節
で
は
、

「
熒
惑
（
星
）」
が
江
戸
時
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を

17
世
紀
の
資
料
か
ら
確
認
し
て
い
く
。

9　

 

日
輪
は
熒
惑
星
に
後
れ
、
熒
惑
星
は
歳
星
に
後
れ
、
歳
星
ハ
鎮
星
に
後

る
ゝ
也

　
　

  
（『
乾
坤
弁
説
』
第
三
天
ノ
循
環
ノ
事 

沢
野
忠
庵 

一
六
五
〇
年 

源
流
第
二
―
61
頁
）

10　

 
四
ニ
ハ
、
ノ
重
々
ハ
、
初
層
月
輪
・
辰
星
・
太
白
星
・
太
陽
・
熒
惑
・

歳
星
・
鎮
星
・
列
宿
也

 

（『
二
儀
略
説
』
小
林
謙
貞 

一
六
六
七
年 

大
系
―
22
頁
）
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11　

 
昏
熒
惑
。
国
主
崩
。
在
所
守
之
分
。
又
女
主
凶
。
星
不
明
。
客
敗
。
其

邑
勝
。
兵
在
野
大
戦
無
兵
兵
起

 

（『
天
文
瓊
統
』
渋
川
春
海 

一
六
七
八
年 

集
成
四
―
23
頁
）

12　

九
天
ノ
次
第
ハ
〈
中
略
〉
第
五
熒
惑
星
天
第
六
歳
星
天
〈
下
略
〉

 

（『
大
略
天
学
名
目
鈔
』
西
川
如
見 

一
七
二
九
年 

集
成
七
―
8
頁
）

9
の
『
乾
坤
弁
説
』
は
沢
野
忠
庵
に
よ
る
も
の
で
あ
る

（
５
）。

ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
・
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
的
な
宇
宙
論
に
関
わ
り
つ
つ
も
、
そ
の
中
に
中
国
の

天
文
・
気
象
な
ど
に
関
わ
る
「
運
気
論
」
の
用
語
が
間
々
見
ら
れ
る
。
沢
野

忠
庵
は
日
本
に
帰
化
し
た
元
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
で
あ
る
が
、「
火
星
」
で

は
な
く
「
熒
惑
（
星
）」
を
使
用
す
る
。
10
の
『
二
儀
略
説
』
は
西
洋
測
量
術

を
学
ん
だ
と
さ
れ
る
小
林
謙
貞
の
著
作
物
で
あ
る
。
平
岡
（
二
〇
一
三
）
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
近
世
の
知
識
人
に
よ
っ
て
手
を
加
え
ら
れ
た
版
が

存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ

こ
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
一
人
の
天
文
学
者
が
「
熒
惑
（
星
）」
を
使
用
し
た
よ

う
に
見
え
る
。
し
か
し
11
の
筆
者
で
あ
る
渋
川
春
海
も
「
熒
惑
（
星
）」
を
使

用
し
て
い
る
。な
お
、渋
川
春
海
は
幕
府
天
文
方
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。12

の
筆
者
で
あ
る
西
川
如
見
も
吉
宗
死
後
に
天
文
方
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
著
作
物
の
中
で
「
熒
惑
（
星
）」
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
幕
府
に

登
用
さ
れ
る
人
物
が
著
作
物
の
中
で
「
熒
惑
（
星
）」
を
使
用
し
て
い
る
の
は
、

そ
の
周
辺
に
も
影
響
力
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
火
星
を
示
す
時
に
は
「
熒

惑
（
星
）」
が
主
流
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
江
戸

時
代
半
ば
頃
（
18
世
紀
前
期
頃
）
ま
で
は
「
熒
惑
（
星
）」
が
火
星
を
表
す
と

き
の
、
中
心
的
な
語
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
江
戸
時
代
後
期
ま
で
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。
特
に
次

の
13
・
14
の
よ
う
な
辞
書
類
に
「
熒
惑
（
星
）」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
る
と
、
こ
の
見
通
し
は
そ
れ
な
り
の
説
得
力
を
持
つ
。

13  

五
星

又
云

五
緯 

歳
星

木 

熒ア
カ

惑ホ
シ

火　
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　

 

エ
イ
コ
ク 

（『
和
爾
雅
』
巻
一 

早
稲
田
―
3
ウ 

一
六
九
四
年
）

14　

  

熒
惑　

マ
ル
ス 

（『
蛮
語
箋
』
森
島
中
良 

一
七
九
八
年 

18
頁
）

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
後
期
に
執
筆
さ
れ
た
天
文
学
書
や
西
洋
の
思
想
を
紹

介
す
る
よ
う
な
書
物
に
お
い
て
も
「
熒
惑
（
星
）」
は
使
用
さ
れ
る
。

15　

 

此
大
惑
星
、
六
星
ト
云
フ
ハ
、
辰
星
・
太
白
星
・
熒
惑
星
・
歳
星
・
鎮

星
・
ノ
五
曜
ニ
地
球
ヲ
加
ヘ
テ
六
星
ト
為
テ
、
其
総
名
ヲ
大
惑
星
ト
云

フ
ナ
リ

　
　

 （『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』
本
木
良
永 

一
七
九
三
年 

Ⅰ
―

15
頁
）

16　

 

所
謂
六
緯
星
は
、
鎮
星
、
歳
星
、
熒
惑
星
、
地
球
、
太
白
星
、
辰
星

 

（『
暦
象
新
書
』
志
筑
忠
雄 

一
八
〇
二
年 

源
流
第
二
―
114
頁
）

15
の『
星
術
本
原
太
陽
窮
理
了
解
新
制
天
地
二
球
用
法
記
』（
以
下
、
単
に

『
天
地
二
球
用
法
記
』
と
す
る
）
は
本
木
良
永
が
地
動
説
を
初
め
て
日
本
に
紹

介
し
た
も
の
で
あ
る
。
16
は
「
鎖
国
」
の
語
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
志
筑
忠
雄

の
著
作
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
物
理
学
や
ケ
プ
ラ
ー
の
第
三
法
の
概
念
を
日

本
に
伝
え
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

（
６
）。

松
浦
静
山
と
同
様
に
西
洋
天
文
学
を

学
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も「
火
星
」の
使
用
が
予
想
さ
れ
た
が
、
実

際
の
と
こ
ろ
「
熒
惑
（
星
）」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
挙
例
し
た
資
料
の
筆
者
が
中
国
も
し
く
は
西
洋
の
天
文
学
の
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ど
ち
ら
か
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
が
、
両
語
の
使
用
に
影
響
し
て
い
る
か
と

い
う
点
も
一
応
検
討
し
て
お
く
。
9
の
『
乾
坤
弁
説
』
は
元
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

宣
教
師
が
執
筆
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
西
洋
天
文
学
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
15
・
16
の
両
者
も
同
様
で
あ
る
。
一
方
、
11
の
『
天

文
瓊
統
』
は
中
国
の
暦
法
に
影
響
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
12
の
『
大
略
天
学

名
目
鈔
』
は
、
西
洋
天
文
学
の
影
響
を
受
け
た
『
天
経
或
問
』
の
訓
点
本
で

あ
る
と
は
い
え
、
筆
者
の
西
川
如
見
は
中
国
の
天
文
学
に
傾
倒
し
て
い
る

（
７
）。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
西
洋
天
文
学
と
中
国
天
文
学
の
違
い
に
よ
っ
て
、

両
語
の
使
い
分
け
が
影
響
し
て
い
る
と
は
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
本

で
出
版
さ
れ
た
天
文
学
に
関
わ
る
書
物
で
は
「
熒
惑
（
星
）」
が
お
も
に
使
用

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
明
治
に
至
る
ま
で
に
「
熒
惑
（
星
）」
が
中
心

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
特
に
13
・
14
の
よ
う
に
辞
書
類
に
立

項
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
証
左
と
も
な
る
。
し
か
し
次
の
17
・
18
を
確
認

す
る
と
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。

17　

 

第
五
天　

熒
惑　

即
火
曜
（『
管
蠡
秘
言
』
前
野
良
沢 

一
七
七
七
年 
思
想
―
159

頁
）

18　

 

熒
惑
星
（
マ
ル
ス
）　

火
星
ト
名
ク

 

（『
春
波
楼
天
文
之
書
』
司
馬
江
漢 

一
八
〇
八
年
以
前 

Ⅱ
―
415
頁
）

タ
ー
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
を
翻
訳
し
た
前
野
良
沢
は
、
オ
ラ
ン
ダ
書
物
か
ら

得
た
知
識
を
披
露
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
熒
惑
（
星
）」
を
使
用
し
て
い
る

が
、
着
目
し
た
い
の
は
「
即
火
曜
」
で
あ
る
。「
火
曜
」
に
つ
い
て
は
、
同
書

に
「
曜
ハ
七
曜
ヲ
云
。
日
月
ト
五
星
ト
ナ
リ
」（
思
想
―
166
頁
）
と
あ
る
こ
と
か

ら
「
火
星
」
と
理
解
で
き
る
。
こ
こ
で
、
言
い
換
え
を
し
て
い
る
と
い
う
の

は
、
そ
の
言
い
方
も
十
分
に
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
用
し

て
い
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
18
と
し
て
挙
げ
た
司
馬
江
漢
の
『
春
波
楼

天
文
之
書
』
は
必
ず
し
も
初
学
者
向
け
で
は
な
い
も
の
の
、「
熒
惑
（
星
）」

を「
火
星
」と
改
め
て
い
る
。
言
い
換
え
に
つ
い
て
は
、
13
で
引
用
し
た『
和

爾
雅
』
が
執
筆
さ
れ
た
当
時
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
つ
ま
り

先
に
、「
熒
惑
（
星
）」
が
中
心
的
な
語
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た

が
、
実
際
に
は
「
火
星
」
も
江
戸
時
代
に
お
い
て
「
熒
惑
（
星
）」
と
同
様
に

通
用
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
「
熒
惑
（
星
）」
が
中
心
的
な
語
と
い
え
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
火

星
」
の
使
用
状
況
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

三
・
二
　
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
火
星
」

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
「
熒
惑
（
星
）」

が
中
心
的
な
語
で
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
実
際
に
は「
火
星
」も「
熒

惑
（
星
）」
と
同
じ
く
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
、
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
火
星
」
の
用
例
を
挙
げ
て
お
く
。

19　

 

天
象
ヲ
見
ル
ニ
金
星
ト
木
星
第
一
大
ニ
シ
テ
火
星
是
ニ
次
土
星
ハ
又
是

ニ
次
水
星
ハ
又
其
次
ナ
リ

 

（『
天
文
義
論 

下
』
西
川
如
見 

一
七
一
二
年 

集
成
七
―
425
頁
）

20　

火
星
ハ
一
年
三
百
二
十
一
日
九
十
三
刻
ニ
シ
テ
一
周
ス

 

（『
和
蘭
天
説
』
司
馬
江
漢 

一
七
九
六
年 

思
想
―
460
頁
）

21　

火
星
ハ
十
分
ノ
二
ニ
シ
テ
太
陽
ヲ
距
ル
コ
ト
十
五
若
ハ
十
六
分
。

128

T10_122-136_osakadaigaku-T_ONO_04-2.indd   128T10_122-136_osakadaigaku-T_ONO_04-2.indd   128 2022/03/16   9:532022/03/16   9:53



 

（『
気
海
観
瀾
広
義
』
巻
四 

川
本
幸
民 

一
八
五
〇
年 

国
会
―
10
頁
）

19
の
西
川
如
見
は
、
2
の
『
大
略
天
学
名
目
鈔
』
で
は
「
熒
惑
（
星
）」
を

使
用
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
「
火
星
」
を
使
用
す
る
。
西
川
如
見
も
そ
う

で
あ
る
が
、
20
の
司
馬
江
漢
や
21
の
川
本
幸
民
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
一
級

の
知
識
人
で
あ
り
、
彼
ら
の
著
作
は
出
版
当
時
に
お
い
て
そ
れ
な
り
に
読
ま

れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
川
本
幸
民
の
『
気
海
観
瀾
広
義
』
は
明

治
時
代
初
期
に
理
科
の
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
含
め
る

と
多
く
の
人
に
読
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
火
星
」
が
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。

前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
18
世
紀
半
ば
頃
ま
で
「
熒
惑
（
星
）」
も
そ
れ
な

り
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
右
の
例
か
ら
、
19
世
紀
に
な
る

直
前
に
は
「
火
星
」
が
中
心
的
な
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
す
る
見
方
も
で
き
る
。
つ
ま
り
、
18
世
紀
半
ば
頃
を
境
に
「
火
星
」
が

中
心
的
な
語
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
に
見
た
渋
川
春

海
の
『
天
文
瓊
統
』
に
は
「
火
星
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
調
査
資

料
を
広
げ
る
と
、
次
に
挙
げ
た
22
、
井
口
常
範
が
一
六
八
八
年
に
ま
と
め
た
、

日
本
で
初
め
て
初
学
者
用
に
書
か
れ
た
天
文
学
書
と
言
わ
れ
て
い
る
『
天
文

図
解
』
に
は
、「
火
星
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
初
学
者
を
対
象
と
し
た
資
料

に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
17
世
紀
頃
に
は
す
で
に
通
用
し
て
い
た
と

い
え
る
。

22　

 

熒
惑
星
即
火
星
天
ト
謂

 

（『
天
文
図
解
』
井
口
常
範 

一
六
八
八
年 

集
成
九
―
119
頁
）

こ
こ
で
「
熒
惑
（
星
）」
を
「
火
星
天
」
と
言
い
換
え
て
い
る
以
上
、「
火

星
」
の
語
が
初
学
者
に
通
用
し
て
い
な
い
と
、
言
い
換
え
の
意
味
を
な
さ
な

い
。
つ
ま
り
、「
火
星
」
を
使
用
す
る
学
者
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
初
学
者
に

と
っ
て
も
「
火
星
」
は
既
知
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
実
際

に
『
天
文
図
解
』
以
降
に
ま
と
め
ら
れ
た
初
学
者
用
と
さ
れ
る
天
文
学
書
で

は
、
次
の
よ
う
に
「
火
星
」
が
使
用
さ
れ
る
。

23　

火
星
ハ
木
星
ヨ
リ
小
ナ
リ

 

（『
初
学
天
文
指
南
』
馬
場
信
武 

一
七
一
五
年 

集
成
四
―
928
頁
）

24　

禽
獣
ヲ
知
ル
㕝
ヲ
主
ル
。
金
星
或
ハ
火
星
コ
レ
ヲ
守
テ
禽
獣
多
ク
死
ス

 

（
同
右 

四
―
945
頁
）

25　

△　

デ　

セ
ェ
ヘ
ン 

七　

▽
プ
ラ
ネ
テ
ン　

曜
・
星〈
即
、七
曜
ナ
リ
〉

　
　

▽
サ
チ
ュ
ル
ヌ
ス　

土
曜　

▽
ユ
ピ
テ
ル　

木
曜　

▽
マ
ル
ス　

火
曜

　
　

▽
ソ
ル　

日
曜　

▽
ヘ
ヌ
ス　

金
曜　

▽
メ
リ
ク
リ
ウ
ス　

水
曜

　
　

▽ 

ル
ナ　

月
曜 

（『
和
蘭
訳
筌
』
前
野
良
沢 

一
七
七
一
年 

大
系
―
114
頁
）

26　

以
積
日
與
火
星
毎
日
平
行
相
乗
得
數
満
周
天
去
之　

 

（『
新
法
暦
書
』
渋
川
景
佑 

一
八
〇
一
年 

集
成
五
―
940
頁
）

27　

 

火
星
ハ
、
行
圏
地
球
ノ
後
ヘ
ニ
在
テ
、
其
枢
軸
ヲ
自
転
ス
ル
コ
ト
、
二

十
四
時
四
十
分
ト
ス 

（『
泰
西
三
才
正
蒙
』
永
井
士
訓 

一
八
五
〇
年
）

23
は
星
の
大
小
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
24
は
二
十
八
宿
（
古
代
中
国

に
お
い
て
は
、
天
球
を
二
十
八
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
つ
の
宿
と
し
た
）

の
説
明
を
し
た
個
所
で
あ
る
。
25
は
前
野
良
沢
の
記
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
の
入

門
書
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
「
火
曜
」
は
「
火
星
」
の

こ
と
で
あ
る
。
26
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
天
文
学
を
解
説
し
た
、
幕
府

天
文
方
で
あ
っ
た
渋
川
景
佑
が
著
し
た
本
で
あ
る
。
そ
の
中
で
「
火
星
」
が
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使
用
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
こ
こ
が
オ
ラ
ン
ダ
語
の
音
を
そ
の
ま
ま
表
し
た
も

の
で
書
か
れ
て
い
れ
ば
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
、
読
み
手
を
想
定
し
て
目
新
し

さ
を
求
め
た
使
用
な
ど
と
も
い
え
る
が
、
実
際
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
渋
川

景
佑
は
幕
府
天
文
方
で
あ
っ
た
高
橋
至
時
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
高
橋
至

時
が
携
わ
っ
た
『
ラ
ラ
ン
デ
暦
書

（
８
）』

の
翻
訳
な
ど
を
推
し
進
め
た
。
つ
ま
り
、

23
・
24
で
指
摘
し
た
初
学
者
向
け
だ
け
で
な
く
、
幕
府
に
提
出
す
る
書
物
を

ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
天
文
方
で
中
心
と
な
っ
て
い
た
人
物
も
「
火
星
」
を

使
用
し
て
い
る
。
27
の
『
泰
西
三
才
正
蒙
』
は
幕
末
の
天
文
学
者
が
記
し
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
天
文
学
・
地
学
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。「
火
星
」
の
使
用

例
を
大
ま
か
に
見
る
と
、
23
な
ど
の
よ
う
に
、
初
学
者
を
対
象
に
し
た
書
物

に
「
火
星
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
日
本
で
初
め
て
西
洋
天
文
学
を

直
接
導
入
し
て
作
ら
れ
た
暦
書
で
、
幕
府
に
も
提
出
さ
れ
た
公
的
な
も
の
で

あ
る
『
新
法
暦
書
』
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
18
世
紀
以
前
か
ら
幕
末
ま
で
「
火
星
」
の
使
用
を
確
認
で
き

た
。
初
学
者
に
も
通
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、「
火
星
」
は
江

戸
時
代
に
お
い
て
、
十
分
に
通
用
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

三
・
三
　
江
戸
時
代
に
お
け
る
火
星
の
ま
と
め

前
節
ま
で
に
お
い
て
「
熒
惑
（
星
）」
と
「
火
星
」
と
の
使
用
状
況
に
つ
い

て
見
て
き
た
が
、
ど
ち
ら
の
語
も
、
い
わ
ゆ
る
科
学
書
に
分
類
さ
れ
る
資
料

群
に
偏
り
な
く
使
用
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
両
語
は

併
用
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、次
に
挙
げ
た『
天

地
二
球
用
法
記
』
で
は
「
熒
惑
（
星
）」
と
「
火
星
」
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。

28　

 

此
大
惑
星
、
六
星
ト
云
フ
ハ
、
辰
星
・
太
白
星
・
熒
惑
星
・
歳
星
・
鎮

星
・
ノ
五
曜
ニ
地
球
ヲ
加
ヘ
テ
六
星
ト
為
テ
、
其
総
名
ヲ
大
惑
星
ト
云

フ
ナ
リ 

（『
天
地
二
球
用
法
記
』
本
木
良
永 

一
七
九
三
年 

Ⅰ
―
15
頁
）

29　

 

火
星
如
何
ナ
ル
時
ニ
、光
明
大
ニ
見
ヘ
、如
何
ナ
ル
時
ニ
小
ク
見
ヘ
、如

何
ナ
ル
時
ニ
、
凸
ニ
見
ユ
ル
哉 

（
同
右 

Ⅰ
―
79
頁
）

28
と
29
で
は
天
体
の
解
説
を
日
本
に
伝
わ
っ
た
当
時
の
最
新
の
知
識
で
解

説
し
て
い
る
が
、「
火
星
」
と
「
熒
惑
（
星
）」
を
使
い
分
け
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
つ
ま
り
併
用
さ
れ
て
い
る
。
次
に
挙
げ
た
30
・
31
と
し
て
『
暦
象

新
書
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
も
同
様
で
あ
る
。
30
は
16
の
再
掲
で
あ
る
。

30　

 

所
謂
六
緯
星
は
、
鎮
星
、
歳
星
、
熒
惑
星
、
地
球
、
太
白
星
、
辰
星

 

（
志
筑
忠
雄 

一
八
〇
二
年 

源
流
第
二
―
114
頁
）

31　

火
星　

十
五
万
二
千
三
百
五
十 

（
同
右 

132
頁
）

28
・
29
の
本
木
良
永
の
記
述
で
は
「
火
星
」
に
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
本

木
の
教
え
子
で
あ
る
志
筑
忠
雄
が
記
し
た
『
暦
象
新
書
』
で
も
統
一
は
さ
れ

て
い
な
い
。

ま
た
洋
学
に
関
わ
る
辞
書
を
確
認
す
る
と
、
先
に
挙
げ
た
『
蛮
語
撰
』
で

は
「
熒
惑
（
星
）」
で
あ
っ
た
。
藤
林
淳
道
『
蘭
学
逕
』（
一
八
一
〇
年
跋
）
で

は
、
七
曜
を
図
表
に
ま
と
め
た
も
の
に
「M

A
RS　

火
」
と
あ
る
。
こ
れ
は

「
火
星
」
を
指
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
ロ
ブ
シ
ャ
イ
ド
『
英

華
辞
典
』（
一
八
六
六
～
六
九
）
に
は「M

ars 

火
星
、
熒
惑
：the God of w

ar

、

武
神
」（
国
会
―
704
頁
）と
、
両
方
の
訳
語
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
冒
頭

に
オ
ラ
ン
ダ
語
を
翻
訳
す
る
こ
と
で
火
星
の
名
称
に
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

出
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
述
べ
た
が
、
実
際
に
は
「
火
星
」「
熒
惑

130
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（
星
）」
以
外
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
「M

A
RS

」
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
用
例
は
、
西
洋
の
天
文
学
に
関
わ
る
も
の
が
中
心
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
西
洋
天
文
学
に
反
発
し
、
従
来
の
天
文
学
を
主
張

し
た
も
の
が
あ
る
。
仏
教
天
文
学
で
あ
る
。
こ
の
仏
教
天
文
学
を
代
表
す
る

も
の
は
、
円
通
の
『
佛
國
暦
象
編
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
「
火
星
」「
熒
惑

（
星
）」
と
併
用
さ
れ
て
い
る
。

32　

 

火
星
宿
曜
経
ニ
云
火
精
熒
惑
廣
七
由
旬
凡
當
ノ
二
百
八
十
里
ニ
壌
災
決

ニ
云
熒
惑
ハ
南
方
火
之
精

 

（『
佛
國
暦
象
遍
』
圓
通 

一
八
四
六
年 

集
成
五
―
455
頁
）

33　

 

婁
在
日
前
○
熒
惑
用
事
○
日
白
羊
宮
過
〈
訓
読
：
婁
日
前
ニ
在
リ
。
熒
惑
事

ヲ
用
ル
。
日
白
羊
宮
ヲ
過
ル
〉 

（
集
成
五
―
425
頁
）

32
で
使
用
さ
れ
る
「
熒
惑
（
星
）」
は
宿
曜
経
を
踏
ま
え
て
の
記
述
な
の
で
、

古
め
か
し
い
語
を
採
用
し
て
い
る
と
も
い
え
る
が
、
33
で
は
太
陽
の
運
行
に

関
わ
る
文
脈
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
例
と
同
様
に
、
併
用
さ
れ
て
い
る
と
考

え
て
よ
い
。

な
お
、
18
世
紀
以
降
の
口
頭
語
資
料
に
は
火
星
の
例
を
見
つ
け
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
科
学
書
以
外
で
は
、
34
『
島
根
の
す
さ
み
』

に
「
熒
惑
（
星
）」
の
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

34　

 

女
中
の
堯
舜
の
類
と
し
、
街
に
た
ち
、
あ
み
が
さ
か
ぶ
り
、
は
や
り
歌

う
た
い
て
幼
き
も
の
に
売
与
う
る
も
の
を
み
て
、
熒
惑
星
の
下
か
い
に

下
り
て
童
謡
を
教
ゆ
る
な
ど
ゝ
せ
ば

 

（『
島
根
の
す
さ
み
』
川
路
聖
謨 

一
八
四
一
年 

東
洋
―
192
頁
）

こ
こ
で
の
例
は
、
口
頭
語
で
話
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
8
で

少
し
触
れ
た
よ
う
に
、『
聖
徳
太
子
伝
』
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
火
星
」
と
「
熒
惑
（
星
）」
と
が
使
用
さ
れ
る
文
体
上
の
違
い
に

つ
い
て
も
特
に
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
い
ず
れ
も
中
国

に
由
来
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
江
戸
時
代
の
科
学
書
は
当
然
の
こ

と
、
そ
れ
以
前
の
文
献
に
お
い
て
も
使
用
の
違
い
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
例
え
ば
4
に
挙
例
し
た
『
愚
昧
記
』
で
は
「
火
星
」
が
使
用
さ
れ
て
い

た
が
、
別
の
個
所
で
は
「
予
相
尋
天
変
事
等
、
示
云
、
此
火
災
已
熒
惑
所
為

也
」（
二
―
214
頁
）
と
「
熒
惑
（
星
）」
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
見
て
き

た
江
戸
の
文
献
で
も
「
火
星
」
と
「
熒
惑
（
星
）」
は
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い

た
。
つ
ま
り
「
火
星
」
と
「
熒
惑
（
星
）」
と
が
使
用
さ
れ
る
文
体
に
は
、
特

別
な
差
異
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
「
熒
惑
（
星
）」「
火
星
」

は
併
用
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
『
愚
昧
記
』
の
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、
鎌
倉
時

代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
両
語
は
併
用
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
は
明
治
時
代
以
降
に
お
い
て
も
、
本
稿
冒
頭
で
取
り
上
げ
た
『
博
物
新
編

訳
解
』
に
あ
っ
た
よ
う
に
、「
火
星
」
と
「
熒
惑
（
星
）」
と
は
併
用
さ
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
と
予
想
さ
れ
る
。
次
章
に
お
い
て
は
明
治
時
代
に
お
け
る

「
熒
惑
（
星
）」
と
「
火
星
」
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

四
　
明
治
時
代
以
降
に
お
け
る
火
星

江
戸
時
代
に
併
用
さ
れ
て
い
た
状
況
は
、
明
治
時
代
に
な
る
と
「
熒
惑

（
星
）」
の
例
を
い
わ
ゆ
る
理
科
系
の
啓
蒙
書
や
学
制
が
制
定
さ
れ
る
前
後
に

131
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使
用
さ
れ
た
教
科
書
に
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。「
熒
惑
（
星
）」
に

つ
い
て
は
、
慧
眼
著
『
伊
呂
波
音
訓
伝 

日
本
密
要
一
』（
遠
藤
花
説
堂 

一
八
八

六
〈
明
治
19
〉
年
）
に
あ
る
「
熒
惑
星
答
ノ
歌
」、
福
地
桜
痴
（
源
一
郎
）
著

『
山
県
大
弐
』（
春
陽
堂 

一
八
九
二
〈
明
治
25
〉
年
）
の
第
八
回
の
章
題
と
し
て
「
熒

惑
星
」
と
し
て
あ
る
も
の
を
確
認
で
き
た
程
度
で
あ
る
。『
伊
呂
波
音
訓
伝 

日
本
密
要
一
』
に
つ
い
て
は
慎
重
な
判
断
を
要
す
る
が
、『
山
県
大
弐
』
に
あ

る
一
つ
の
章
題
に
「
熒
惑
星
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
一

八
九
二
（
明
治
25
）
年
に
お
い
て
も
「
熒
惑
（
星
）」
は
読
者
に
理
解
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
中
心
的
な
語
で
あ
っ

た
と
は
考
え
に
く
い
。
真
宗
大
谷
派
の
二
等
教
師
で
あ
っ
た
渡
邉
竜
潭
の
記

し
た
『
佛
国
真
天
談 

第
一
編 

本
』（
一
八
八
五
〈
明
治
18
〉
年
）
で
は
「
地

ノ
太
陽
ヲ
距
ル
コ
ト
正
ニ
金
星
ト
火
星
ト
ノ
中
間
ニ
在
リ
」（
28
オ
）
と
あ

る
よ
う
に
、『
伊
呂
波
音
訓
伝 

日
本
密
要
一
』と
同
じ
く
仏
教
関
係
で
も「
火

星
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
明
治
時
代
初
期
で

は
、「
熒
惑
（
星
）」
が
古
め
か
し
い
、
も
し
く
は
仏
教
と
い
う
古
い
も
の
を

保
持
し
や
す
い
環
境
の
中
で
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、「
火
星
」
が
中
心
的

な
語
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
次
に
挙
げ
た
明
治
時
代
初

期
の
科
学
啓
蒙
書
に
「
火
星
」
の
例
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が

え
る
。

35　

 

日
輪
の
周
辺
を
旋
り
行
く
も
の
獨
り
地
球
の
み
な
ら
ず
。
水
星
・
金

星
・
火
星
・
木
星
・
土
星
・
天
王
星
・
海
王
星
と
て
七
ツ
の
大
な
る
星

あ
り

 

（『
天
変
地
異
』
小
幡
篤
次
郎 

一
八
六
八
〈
明
治
元
〉
年 

教
―
19
頁
）

36　

 

問
火
星
木
星
土
星
天
王
星
海
王
星
ノ
距
離
ヲ
示
セ
ヨ

　
　

 （『
天
文
幼
學
問
答
』
沼
田
悟
郎 

訳
編 

一
八
七
四
〈
明
治
7
〉
年 

国
会
―
巻
一
29
ウ
）

37　

 

太
陽
ノ
直
径
二
尺
許
ノ
球
體
ト
ナ
シ
之
ヲ
比
較
ス
ル
ニ
水
星
火
星
ハ
胡

椒
粒
ノ
如
ク

　
　

  

（『
星
学
捷
径
』
関
藤
成
緒 

訳 

一
八
七
四
〈
明
治
7
〉
年 

国
会
―
中
巻
六
ウ
）

38　

 

火
星
ト
木
星
ト
ノ
間
ニ
夥
シ
ク
小
遊
星
ア
リ

　
　

  

（『
牙
氏
初
学
須
知
』
田
中
耕
造 

訳 

一
八
七
五
〈
明
治
8
〉
年 

教
―
176
頁
）

39　

 

第
一
等
ノ
遊
星
ト
ハ
、
バ
ル
カ
ン
星
、
木
星
。
金
星
、
地
球
、
火
星
、
木

星
、
土
星
、
天
王
星
、
海
王
星
、
及
ヒ
火
木
両
軌
間
ニ
ア
ル
、
一
百
六

位
ノ
小
遊
星
ヲ
云
フ
ナ
リ

 

（『
天
文
初
歩
』
久
島
惇
徳 

訳 

一
八
七
五
〈
明
治
8
〉
年 

五
オ
）

40　

 

火
星
ニ
ハ
海
陸
ノ
景
状
甚
明
ニ
シ
テ
陸
ノ
色
ハ
赤
ク
、
海
ノ
色
ハ
緑
色

ナ
リ

　
　

  

（『
泰
西
名
数
学
童
必
携
1
』
加
藤
高
文 

一
八
七
九
〈
明
治
12
〉
年 

国
会
―
15
頁
）

41　

 （
丙
）
ハ
火
星
ノ
距
象
限
ニ
居
ル
處
ト
ス

 

（『
洛
氏
天
文
学 

下
』
合
信 

一
八
七
九
〈
明
治
12
〉
年 

教
―
122
頁
）

明
治
時
代
初
期
に
お
け
る
科
学
啓
蒙
書
や
教
科
書
に
は
、
外
国
で
執
筆
さ

れ
た
書
物
を
、
日
本
で
童
蒙
向
け
に
翻
訳
・
抄
訳
し
た
も
の
や
、
江
戸
時
代

後
期
（
幕
末
頃
）
の
洋
学
者
が
記
し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
教
科
書
の

対
象
は
現
在
の
小
中
学
生
で
あ
る
。
時
代
を
問
わ
ず
、
初
学
者
用
の
教
科
書

に
使
用
さ
れ
る
言
葉
は
、
基
本
的
に
広
く
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
37
『
星
学
捷
径
』・
41
『
洛
氏
天
文
学
』
な
ど
は
文
部

省
の
出
版
で
あ
る
。
明
治
時
代
の
文
部
省
が
使
用
し
て
い
る
も
の
は
、
そ
の

132
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分
野
に
対
す
る
影
響
が
強
い
と
考
え
ら
れ

（
９
）、

こ
の
点
か
ら
も
「
火
星
」
が
中

心
的
な
語
と
し
て
教
育
の
場
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
八
七
五
（
明
治
8
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
訓
蒙
天
文
略
論
』（
林
薫
訳
）

に
は 

太
陽
・
火
星
な
ど
の
辞
典
時
間
を
示
し
た
一
覧
表
（
29
オ
）
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
火く

は
星せ

い　
熒け

い
　
　

惑
こ
く

」
と
「
熒
惑
」
が
小
書
き
さ
れ
て
い

る
。
18
で
挙
げ
た
司
馬
江
漢
の
『
春
波
楼
天
文
之
書
』
で
は
「
熒
惑
（
星
）」

に
対
し
て
「
火
星
」
が
小
書
き
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
同
様
に
、
明
治
時

代
初
期
に
お
い
て
も
「
熒
惑
（
星
）」
が
通
用
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
か

し
、
江
戸
時
代
と
明
治
初
期
の
状
況
と
を
同
一
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

江
戸
時
代
で
は
「
火
星
」
と
「
熒
惑
（
星
）」
は
併
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し

明
治
時
代
に
な
る
と
、
密
教
や
歴
史
的
書
物
に
類
す
る
文
献
に「
熒
惑（
星
）」

は
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
当
時
の
庶
民
も
「
熒
惑
（
星
）」

と
い
う
語
彙
を
知
識
と
し
て
持
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
教
科
書
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
明
治
時
代
初
期
に
は
「
火
星
」
が
す
で
に

中
心
的
な
語
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

42　

 

火
星
は
我
地
球
の
外
に
あ
る
も
の
に
し
て
其
平
均
距
離
は
一
五
二
離
心

率
は
十
一
分
の
一
な
り
。

　
　

  

（『
高
等
天
文
学
』
一
戸
直
蔵 

一
九
〇
六
〈
明
治
39
〉
年 

国
会
―
133
頁
）

43　

 

第
一
の
輪
が
出
来
た
る
後
に
、（
中
略
）
天
王
星
、
土
星
、
木
星
、
火
星
、

地
球
、
金
星
、
水
星
等
の
諸
游
星
の
前
身
で
あ
る
。

　
　

  

（『
天
文
学
叢
話
』
横
山
又
次
郎 

一
九
〇
八
〈
明
治
41
〉
年 

国
会
―
19
頁
）

42
の
筆
者
で
あ
る
一
戸
直
蔵
は
東
大
出
身
の
天
文
学
者
、
43
の
横
山
又
一
郎

は
早
稲
田
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
天
文
学
者
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
著
作
は

当
時
の
大
学
生
を
対
象
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
時
代
初
期
に
使
用
さ

れ
て
い
た
「
火
星
」
が
、
明
治
時
代
後
期
で
は
大
学
の
教
科
書
で
も
使
用
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
確
実
に
「
火
星
」
が
中
心
的
な
語
で
あ
っ
た
と

し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

五
「
火
星
」
が
定
着
し
た
要
因

明
治
時
代
初
期
の
理
科
学
教
育
は
、
明
治
政
府
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
で
も
い

う
べ
き
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
と
相
俟
っ
て
、
西
洋
の
技
術
や
自
然
観
を
取

り
入
れ
、
科
学
的
な
思
考
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
明
治
時
代

初
期
に
あ
っ
た
窮
理
学
の
流
行
と
も
関
わ
る
。
こ
の
流
行
は
福
沢
諭
吉
の

『
訓
蒙
窮
理
図
解
』
に
対
し
て
、
仮
名
垣
魯
文
が
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る

『
胡
瓜
遣
』を
刊
行
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
明
治
時
代
初
期
に
お
け
る
科
学
啓

蒙
書
の
出
版
状
況
か
ら
も
伺
え
る
。
こ
の
「
窮
理
ブ
ー
ム
」
を
支
え
、
科
学

啓
蒙
書
・
物
理
教
科
書
な
ど
の
翻
訳
・
抄
訳
に
携
わ
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代

以
来
の
洋
学
者
で
あ
る
。
彼
ら
が
教
育
に
携
わ
っ
た
事
情
を
、
板
倉
（
二
〇

〇
九
）
で
は
「
明
治
初
期
の
教
育
界
は
、
洋
学
者
・
国
学
者
・
漢
学
者
の
主

導
争
い
の
結
果
、
洋
学
者
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
」（
92
頁
を
私
に
ま
と
め

た
）
と
指
摘
す
る
。
確
か
に
洋
学
者
た
ち
の
著
作
物
は
明
治
時
代
初
期
の
教

科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。
先
に
『
気
廻
観
瀾
広
義
』
か
ら
「
火
星
」

の
用
例
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
明
治
時
代
初
期
に
お
い
て
教
科
書
と
し
て
も

使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
教
科
書
の
先
駆
的
な
も
の
の
一
つ
に
、
35

と
し
て
挙
げ
た
小
幡
篤
次
郎
『
天
変
地
異
』
が
あ
る
。
こ
の
書
は
明
治
五
年

に
学
制
が
発
布
さ
れ
た
と
き
に
、
小
学
校
の
教
科
書
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
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評
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
36
に
挙
げ
た
『
星
学
捷
径
』
の
よ
う
に
、
文
部
省
が

出
版
に
関
わ
っ
た
も
の
に
「
火
星
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
教
科
書
と
な
る

書
物
を
翻
訳
・
抄
訳
や
執
筆
し
た
人
物
は
幕
末
頃
に
洋
学
を
学
ん
だ
者
た
ち

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
治
以
降
に
「
火
星
」
が
中
心
的
な
語
と
し
て
定
着
し

た
要
因
に
は
、
幕
末
以
来
の
洋
学
者
が
使
用
し
た
「
火
星
」
を
明
治
時
代
初

期
の
教
科
書
な
ど
に
採
用
し
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す

る
と
「
火
星
」
が
使
用
さ
れ
た
の
は
、
洋
学
者
の
影
響
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
論
が
煩
雑
化
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
火
星
以
外
の
五
星

の
名
称
を
取
り
上
げ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
火
星
を
含
め
た
五
星
の
名
称
に
つ

い
て
は
、
本
木
良
永
の
『
天
地
二
球
用
法
記
』
に
記
さ
れ
る
「
和
解
例
言
」

が
参
考
に
な
る
。

44　

 

日
月
五
星
の
名
目
は
、
和
蘭
人
陰
陽
を
弁
ぜ
さ
れ
ど
も
和
漢
の
名
義
に

随
ひ
、日
月
を
太
陽
太
陰
と
訳
し
、五
星
の
名
目
ハ
固
よ
り
和
蘭
人
、木

火
土
金
水
、
の
五
行
を
弁
ぜ
ず
と
雖
も
便
利
な
る
を
以
て
、
辰
星
を
水

星
と
訳
し
、
太
白
星
を
金
星
と
訳
し
、
熒
惑
星
を
火
星
と
訳
し
、
歳
星

を
木
星
と
訳
し
、
鎮
星
を
土
星
と
訳
す
る
な
り
。 

（
Ⅰ
―
20
頁
）

こ
の
記
述
は
、
和
蘭
人
は
五
行
を
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
便

利
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
を
訳
語
と
し
て
用
い
た
と
理
解
で
き
る
。
つ
ま

り
「
火
星
」
の
名
称
は
、
和
蘭
人
が
訳
語
と
し
て
あ
て
は
め
た
も
の
を
、
江

戸
の
洋
学
者
が
採
用
し
、
そ
れ
ら
が
明
治
時
代
初
期
の
教
育
界
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
以
降
「
火
星
」
が
多
用
さ
れ
た
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

火
星
の
名
称
が
「
火
星
」
に
定
着
し
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
問
い
に
対
し

て
、
公
的
な
判
断
が
な
さ
れ
た
と
す
る
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
が
、
具
体
的

に
そ
の
根
拠
と
な
る
も
の
は
な
か
っ
た
。『
天
地
二
球
用
法
記
』
に
記
さ
れ
る

「
和
解
例
言
」
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
幕
末
頃
に
は
す
で
に
「
熒
惑
（
星
）」

は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
明
治
に
な
っ
て
か
ら
「
熒
惑
（
星
）」
の
使
用
さ
れ
て
い
る
文
献
が
、

先
に
挙
げ
た
『
伊
呂
波
音
訓
伝 

日
本
密
要
一
』
や
、
松
本
正
造
編
『
聖
徳
太

子
伝
図
会
』（
文
盛
堂 

一
八
八
七
年
）
な
ど
、
内
容
自
体
が
古
来
受
け
継
い

で
き
た
も
の
を
踏
ま
え
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
ロ
ブ
シ
ャ
イ

ド
『
英
華
字
典
』
に
あ
る
「
熒
惑
（
星
）」
は
、
本
書
が
字
典
で
あ
る
こ
と
か

ら
し
て
、
両
方
を
採
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。

六
　
お
わ
り
に

天
文
に
関
わ
る
語
の
名
称
は
、
公
的
な
判
断
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い
く

こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
十
二
宮
の
名
称
に
つ
い
て
、
一
戸
（
一
九
一
〇
）

の
中
で
「（
十
二
宮
の
名
称
に
つ
い
て
）
近
頃
我
国
の
天
文
学
者
一
同
の
評
議

で
訳
語
を
一
定
し
た
」（
13
頁
）
と
述
べ
る
。「
火
星
」
も
同
じ
く
、
公
的
な

判
断
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
と
予
想
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
『
天
地
二
球

用
法
記
』
の
「
和
解
例
言
」
な
ど
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
の
洋
学
者
た
ち
が
天
文
学
の
用
語
に
与
え
た
影
響
と
と
も
に
、
公
的

な
判
断
に
よ
っ
て
天
文
学
用
語
、
引
い
て
は
理
科
学
に
関
わ
る
用
語
が
、
明

治
時
代
以
降
の
理
科
学
の
教
科
書
に
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
統
一
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
然
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な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
よ
っ
て
事
情
は
異
な
る
。
今
回
は
火
星
の
名
称
に

焦
点
を
当
て
て
い
た
た
め
に
、
火
星
以
外
の
五
星
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
論

の
煩
雑
化
を
避
け
る
た
め
に
ひ
と
ま
ず
は
置
く
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
お

そ
ら
く
五
星
の
名
称
変
化
に
つ
い
て
も
火
星
の
場
合
と
大
差
は
な
い
と
見
通

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
金
星
・
水
星
な
ど
は
、
火
星
よ
り
も
人
の
生
活
と
深

く
関
わ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
独
特
な
言
い
方
が
さ
れ
る
。
改
め
て
五
星
の
名

称
に
つ
い
て
調
査
し
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
火

星
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
考
究
す
る
こ
と

は
、
理
科
教
育
史
だ
け
で
は
な
く
、
星
が
人
の
生
活
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

注（
1
）　

大
漢
和
辞
典
に
よ
れ
ば
、「
火
星
」
は
『
論
衡
』
に
あ
る
「
変
虚
」
に
「
是

夕
也
、
火
星
果
徒
三
舎
」
と
あ
り
、「
熒
惑
（
星
）」
は
後
述
す
る
よ
う
に
『
史

記
』に
あ
る
。
い
ず
れ
も
中
国
に
て
使
用
さ
れ
て
い
た
語
が
日
本
で
も
使
用
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
2
）　Benjam

in H
obson

（
英
国
人
）
が
中
国
の
人
に
対
し
て
漢
文
で
著
し
た

『
博
物
新
編
』
を
大
森
秀
三
が
訳
し
、
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）　
『
梁
塵
秘
抄
』
の
逸
話
は
、
火
星
が
予
兆
す
る
星
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
り
、
聖
徳
太
子
伝
で
は
「
熒
惑
（
星
）」
が
出
て
き
た
こ
と
を
敏
達

天
皇
は
大
い
に
喜
ん
で
い
る
。
な
お
、『
晋
書
』
に
も
類
似
し
た
逸
話
が
あ
る
。

（
4
）　

吉
宗
が
輸
入
緩
和
し
た
天
文
学
書
は
原
書
で
は
な
く
、漢
訳
洋
書
が
中
心
で

あ
る
。

（
5
）　

沢
野
忠
庵
は
日
本
に
帰
化
し
た
元
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
宣
教
師
で
あ
る
。忠
庵
が

編
述
し
た
『
乾
坤
弁
説
』
は
天
動
説
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
内
容
は
イ

エ
ズ
ス
会
士
ペ
ド
ロ
・
ゴ
メ
ス
の
『
天
球
論
』
と
近
い
部
分
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
6
）　

ケ
プ
ラ
ー
の
第
三
法
則
は「
惑
星
の
公
転
周
期
の
2
乗
は
、
軌
道
長
半
径
の

3
乗
に
比
例
す
る
」と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
江
戸
時
代
に
麻
田
剛
立
は

独
自
に
ケ
プ
ラ
ー
の
第
三
法
則
と
類
似
し
た
法
則
を
発
見
し
て
い
る
。
真
貝

（
二
〇
一
七
）
を
参
照
。

（
7
）　

西
川
如
見
は
中
国
の
天
文
学
に
基
づ
い
て
天
体
を
論
じ
る
も
の
の
、西
洋
天

文
学
に
も
精
通
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

（
8
）　
『
ラ
ラ
ン
デ
暦
書
』
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
天
文
学
者
で
あ
る
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・

ラ
ラ
ン
ド
が
執
筆
し
た
天
文
書
を
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
し
た
『A

stronom
ia 

of Sterrekunde

』
の
日
本
名
で
あ
る
。
日
本
で
は
時
の
若
年
寄
堀
田
摂
津
守

が
高
橋
至
時
に
貸
し
与
え
た
。

（
9
）　

例
え
ば
、
江
戸
時
代
に
は
太
陰
暦
で
あ
っ
た
が
、
明
治
元
年
に
政
府
の
意
向

で
太
陽
暦
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。明
治
政
府
が
設
け
た
移
行
期
間
や
周
知
期
間

は
短
か
く
、
改
暦
を
強
力
に
推
進
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
な
お
、
福

沢
諭
吉
は
太
陽
暦
の
導
入
に
対
し
て
、
そ
れ
を
解
説
し
た
『
改
暦
辨
』（
明
治

六
年
）
を
執
筆
し
て
い
る
。

使
用
資
料（
本
文
に
て
挙
例
し
た
も
の
の
所
在
は
、
例
え
ば
二
―
10
頁
と
し
、
依
拠

し
た
テ
キ
ス
ト
の
巻
数
と
頁
数
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、使
用
資
料
に
付
し
た

傍
線
は
引
用
文
献
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
）

・ 『
文
明
源
流
叢
書
巻
一
～
三
』（
名
著
刊
行
会
）・『
続
日
本
書
紀
③
』『
江
談
抄
』

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系 

岩
波
書
店
）・『
梁
塵
秘
抄
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集 

新
潮
社
）・『
愚
管
抄
』『
近
世
科
学
思
想
』（
以
上
、
日
本
古
典
文
学
大
系 

岩

波
書
店
）・『
洋
学 

上
』（
日
本
思
想
大
系 

岩
波
書
店
）・『
島
根
の
す
さ
み
』

『
甲
子
夜
話
』
③
『
和
漢
三
才
図
会
』
一
巻
（
以
上
、
東
洋
文
庫
）・『
愚
昧
記
』

（
大
日
本
古
記
録
『
愚
昧
記 

上
』 

岩
波
書
店
）・『
春
波
楼
天
文
之
書
』『
新
制
天

地
二
球
用
法
記
』（『
天
文
暦
学
暦
集
Ⅰ
・
Ⅱ
』
洋
学
編 

早
稲
田
大
学
出
版
部
）・

近
世
歴
史
資
料
集
成
『
日
本
科
学
技
術
古
典
籍
資
料
』
天
文
學
編
【
1
】
～
【
12
】

・ 『
泰
西
三
才
正
蒙
』（
京
都
大
学
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ 

谷
村
文
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庫https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb00011943#?c=0&
m

=0&
s

=0&
cv=0&

r=0&
xyw

h=-6930%
2C-210%

2C19475%
2C4160

を
参
照
）・

『
日
本
教
科
書
大
系
電
子
版D

V
D

―RO
M

版 

近
代
編
・
往
来
編
』二
〇
一
七
年 

方
丈
堂
出
版
・『
蛮
語
箋
』（
洋
学
資
料
文
庫　

皓
星
社
）・『
和
爾
雅
』（
早
稲
田

大
学
図
書
館
に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
を
利
用
）・
右
記
以
外
は
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
。

参
考
文
献

板
倉
聖
宣
（
二
〇
〇
九
）『
日
本
理
科
教
育
史
』
仮
説
社

一
戸
直
蔵
（
一
九
一
〇
）『
星
』（
裳
華
堂
）
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